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令和４年度愛西市子どもの心の健康づくり事業実施状況 
 
 
１ 保育者講演動画配信の実施 

対象：保育関係者（市内保育園・幼稚園等） 

  演題：「試して、なるほど！賢い子を育てるための＜排便＞と＜睡眠＞の話」 

  講師：近藤 真庸 氏（岐阜大学名誉教授） 

  時期：令和４年１２月まで配信。動画が見られない方へはＤＶＤを送付。 

  【アンケート結果】 

  ・誰にでも出来る簡単なことなので今からでも実践しようと思う。 

・朝スッキリ起きられず機嫌が悪かったり、思うように支度が進まない園児もいる

ため、寝る事の大切さを園児や親に伝えていきたい。 

  ・保育士自身も自分のルーティンをもつ大切さが理解できた。 

   

２ 小学校４年生「十歳の集い」の実施 

  対象：市内１２小学校４年生 

学校名 開催日 

佐 屋 小 学 校 令和５年 １月１７日（火） 

佐 屋 西 小 学 校 令和４年 １１月１２日（土） 

市 江 小 学 校 令和５年 ３月 ２日（木）予定 

永 和 小 学 校 令和５年２月２２日（水）予定 

立 田 南 部 小 学 校 令和５年 １月２０日（金） 

立 田 北 部 小 学 校 令和５年 ２月 ３日（金） 

八 輪 小 学 校 令和４年１２月１６日（金） 

開 治 小 学 校 令和５年 １月２０日（金） 

北 河 田 小 学 校 令和５年 １月２７日（金） 

勝 幡 小 学 校 令和５年 １月２０日（金） 

草 平 小 学 校 令和４年１１月２５日（金） 

西 川 端 小 学 校 令和５年 ３月 ６日（月）予定 
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３ 「いのちの授業」の実施 

  対象：市内の６中学校（愛西市全中学校）の２年生 

学校名 
実施回数(回) 

(実施日) 
生徒数(人) 協力親子数(組) 

佐 屋 中 学 校 
６ 

（７/５、１０/１８、 
１０/２０） 

１５１ ３ 

永 和 中 学 校 
２ 

（６/１６） 
７３ １ 

立 田 中 学 校 
２ 

（９/１５） 
５６ １ 

八 開 中 学 校 
１ 

（７/８） 
３１ ２ 

佐 織 中 学 校 
３ 

（１０/１９、１０/２１） 
１０３ ２ 

佐 織 西 中 学 校 
３ 

（６/２８） 
９１ １ 

合 計 １７ ５０５ １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【アンケート結果】 

   別紙 

 

４ 電話相談「チャイルドラインあいち」の情報提供 

   市のホームページに掲載。 

 

５ 愛西市子どもの心の健康づくり事業推進実行委員会・・・年２回 

   第１回   令和 ４年 ７月２９日（金） 佐屋保健センター 

   第２回   令和 ５年 ２月２１日（火） 佐屋保健センター 

 

６ 十歳の集いの説明会 

   令和４年 ６月１日（水）午後３時３０分より佐屋保健センターにて開催 

 

７ いのちの授業の打ち合わせ会 

   各校と実施 
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別 紙 

令和４年度 いのちの授業アンケート結果 
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生徒の感想 

・いま自分が生きていることは、奇跡だということが分かった。 

・自分たちが今ここで生きているのは、たくさんの人からの命のバトンが繋

がれてきた証拠なんだと感じた。 

・今生きていることが嬉しい。 

・命を大切にして生きていきたいなと思った。 

・お母さんはつらい思いをして、自分を生んでくれたんだなと思った。 

・これから今まで以上に親に感謝したいと思ったし、自分も親になるときが

来たら感謝してもらえるような親になりたいと思った。 

・これまで以上に自分の人の命と周りの人の命を大切にしていこうと思った。 

・今では自殺してしまう子が結構いるので、簡単に相手に傷つくことをした

り、言ったりしてみんなが命を落とさないようにしたいと思った。 

・命が大切だとよくわかった今だからこそ、虐待などの問題に余計に腹が立

った。 

・妊婦になると色々大変なことがたくさんあるけど、大切な命を授かってい

るんだと思った。 

・実際に赤ちゃんを見て命の大切さを感じたとともに将来子育てをしてみた

いと思った。女子が辛い思いをすると聞いたので、男子も積極的に育児に

取り組まないといけないと思った。 

・赤ちゃんは可愛くて、でもその分命の重みを感じた。可愛いだけでは子育

てはできなくて、赤ちゃんを見ながら育児や家事をするお母さんはかけが

えのない存在なのだと感じた。 

・赤ちゃんは思ったより重くて、いざ抱いてみるとどうすればいいかわから

なくなったから、将来の為にもっと育児に対する知識を持つべきだと思っ

た。 
 


